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⽬的 任意酵素の構造安定性に影響するアミノ酸残基を調査し、耐熱化に影響
を及ぼすアミノ酸の位置や種類に関する情報を得る。

内容 任意酵素の全アミノ酸残基に対して、網羅的に変異導⼊し、構造安定化
に寄与するアミノ酸を調査した。変異導⼊前後で任意酵素の⾃由エネルギーが
どれほど変化するのかを分析した。

結果 任意酵素の全てのアミノ酸残基を対象に考えられる20種類のアミノ酸に
置換し、⾃由エネルギーを計算した結果、安定性に寄与するアミノ酸残基にあ
る程度法則性があることを⾒出した。これにより、熱⼒学的に安定な酵素を設
計する指針となる知⾒を得た。
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